
  
 

令和 3年 11 月 24日 

 

第 23 回 「関西企業フロントライン NEXT」 を取りまとめました 

～副業・兼業人材を活用するという選択肢～ 

 
 近畿経済産業局では、関西の中堅・中小企業を対象に、企業活動の現場に

見られる新たな潮流に着目した調査レポート「関西企業フロントライン

NEXT」を公表しています。 

今回（第 23 回）のレポートでは、「副業・兼業人材を活用するという選択

肢」と題し、中小企業の様々な経営課題と専門人材不足という課題を解決す

る手法として、コロナ禍を契機に進展を見せている「副業・兼業人材の活用」

について取りまとめました。 
 
 
１．レポートの概要 

本レポートでは、大手企業による副業・兼業の解禁や、コロナ禍において大きく進

展したリモートワークの進展等、副業・兼業を取り巻く環境を把握、整理するととも

に、実際に副業・兼業を活用した中小企業へのヒアリングを通じて、副業・兼業に

係るメリット、課題、留意点を具体的に明らかにしました。 

また、副業・兼業の活用を支える支援内容や、専門人材の地方に対する意識の変

化、活用を通じて中小企業にもたらされた効果など、副業・兼業の特徴をまとめま

した。 

 

（主なポイント） 

・中小企業では、副業・兼業人材についてまだまだ正確に認知されておらず、その

活用も一部の企業に留まっているのが現状ですが、専門人材の半数近くは、副

業・兼業という新しい働き方に興味を示しています。 

・副業・兼業人材の活用により、事業を発展させた中小企業においては、課題の明

確化や、社員と副業・兼業人材の双方が参加するプロジェクト単位での活用、経営

ビジョンの共有などにより、当初の課題解決だけではなく、社員のノウハウ向上や、

論理的思考力や提案力が身につくなど、受入れ側企業のマインドセットや意識改

革につながるケースもありました。 

・副業・兼業を行う人材側にとっても、新たな働き方を実践する中で、自らの能力の



 

活用や社会貢献、プロジェクトを通じたさらなるスキルアップなどにより、達成感や

やりがいに繋がっています。 

・中小企業が副業・兼業人材を活用するにあたり、どのようなアプローチがあるの

か、支援機関や民間支援事業者が行うサービスについて紹介しています。 

 

 

 

 

２．今後の取組について 

経済産業省では、今後副業・兼業人材の受け入れ環境整備に向けた支援を進め

ることとしており、当局としても、引き続き事例の発掘や活用に向けた中小企

業への広報活動等を進めてまいります。 
 



 

【参考：「関西企業フロントライン NEXT」について】 

近畿経済産業局では、中堅・中小企業の実態把握機能の強化の一環として、

2017 年 6 月から、関西の中堅・中小企業を対象とするヒアリング調査・分析

レポート「関西企業フロントライン」を発信してきました。 

 

2019年 4月からは、2025年大阪・関西万博の開催や 2030 年を目標とする SDGs 

を見据え、「関西企業フロントライン NEXT」にリニューアルし、企業活動の現

場に見られる新たな変化の兆しにより着目した情報発信に取り組み、関西の

中堅・中小企業をはじめ、関係各位のビジネス発展に向けた対話の契機となる

レポートを発信しています。 

https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/report.html 
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